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ア　メ リカ大学事情
MIT材料加工研究室からみた一断面

UDC　378．4　C744）M工T

　　　　　Un≡ver5hy　S≡tロatめn5三n　Unit｛ヨd　States

一且Viow　from　TI把M8t¢rial　Precess1ng　LabOmtory　at　MIT一

佐　　藤　　壽　　芳＊

　　Hisa｝’oshl　SATO

　筆者は昭和41・年9月よb約一力年アメリカ合衆囲マサチューセッツ州ケンブリッジ市のマサチ

ユーセrv　r’工科大学（Massaeltusetts　Institute　of　Teelinology，路称MIT）機域工学科材料加

工研究室（Matorial　Processing　Luboratory）に出張する機会を与えら姪た．本稿では垂者がそ

の聞の生活を亜じて見聞したことについて、研究環境などを中心にとりまとめることとする．

　　　　　　　　1．　ま　え　が　き

　米国の東部，わけてもマサチューセッツ州を中心とす

るニュー一・イングランド諸州には，イギリスと同名の土

地が多い．ケンブリッジの名もその例外ではない．アメ

リカでもっとも古い歴史・伝統を誇り，近くはケネディ

大統領を卒業生にもつハーヴァード大学の設立と，ケン

ブリッジ市の命名のどちらが先であったかはききもらし

たが、同大学の設立者J．ハーヴァードがケンブリッジ

大学出身であったこともこの名にあながち無関係なこと

ではないであろう．MITは1861年に設立された．

1630年代には設立されていたハーヴァード大学に此べ

て，その歴史的な深みにおいて一歩を鍍るにしても，理

学・工学教青に重要なft，　lt4Jを果たしてきたことは広く知

られていることである．さらに第二次大戦中のRadiation

Laboratoryによる電気工学の分野における成果は，そ

の声価を一段と高めたということである．またこの二つ

の大学を頂点として，この近郊には特色のある大学が数

多く集まうている．一方ケンブリッジ市とチャールス川

をへだてて隣り合うボストン市は革命の始まったところ

であり，アメリカ人にとっては歴史的な土地柄である．

このような歴吏的，文化的環境が，ケンブリッジ市を全

アメリカにおいて独特な存在にし，またハーヴァード，

M工T．をはじめとする大学の学風に一・つのふんい気と

もいっべきものを与えているようにみうけられた．

　　　　　　　　2．大学のこと

　まず総長の年次報告などによってMITの泌革な

どについてのべよう．1965～1966年疫で，学生総数は

7・408名，この描威は学部学生が3，755名，大学院学

生が3，653名となっている．火学院学生は，175のア

メリカの大学，129の国外の大学72力国の出身であり

951名である．同年度に与えられた称号ほ，学士829，

修士845，博士360．この他日本の制度にはないがEn－

9tneering　Degreeが126である．また就職先の平均給

与は学部卒業予定者sβ9Q，修士修了予定者s83与，博

曜コ隙夫学生澱葡院所第聯

士修了予定者＄1，050となっている．79％の学部修了

予定者が，MIT，他大学を問わず大学院へ進学を希望

している．　　　　　　　　　’

　学部ともいうぺきSchee1は，　Architecture　and　P工ann・

ing，　Engineering，・ScienCe，　Humanlties　and　Social

Soience，　Managementの五つからなっていた．こ．のう

ち最後のManagemeロtは，　MITの出身で，アメリカ・

最大の企業General　M。torsの社長をつとめたこともあ

り，MITの有力な後援者でもあったA．　P．　Sloanの名

誉をたたえ，とくにA，P．　Sloan　Schoo1とも呼ばれて’

いた．

　これらの学部に杢部で23の学科Departmentがおか

れている．学科の中には工学・理学各学科のほかに学部．

の名前からもわかるように，経済，政治，心理，経営な

どの学科もようし，経済のP．A．　Samuelson教授の例．

にみるように，本来の分野である工学・理学に加えてこ

れらの分野でも名声を高めている．筆者が着任して早々

のころ総長が替わって薪総長の就任式があり，平均すれ

ば十数年に一度という珍しい機会に恵まれた．蒲総長は

42才，Sloan　SchoolのDeanをつとめたことのある、

人で，これまでの例からすると総長をだした学科が強化

されているということから，今後Humanityあるいは

Managernentの分野にもカを入れてゆこうとするMIT’

のなみなみならぬ意図がくみとられた．

　また，縦の練ともいえる学部の活動とともに，横の隷．

ともいえる学沸聞に共通な問題の研究を活発にするた

冶共通施設として，Center　fer　AEaterials　Science　an己

Engineering，　Center　for　Space　Researc！i，　Co皿putation．

Centerなどがおかれていた．ζれらの中にはCambridge．

Electron　Acceleratorのように，6BeVのシンクロトロ

ンをM．　r．　T．ハーヴァード大学が共同して運営し，効

率よく研究をすすめるような態勢も整えられていた．ま

た単位の取得に関しても両大学は協力し，互いの講義に

出席できるようにしている．　　　　　　　　　．　．．

　C。mputation　CenterにCま工BM　7094がおかれ，　M
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Tの教官・学生，ならびにMITと協定を結んだニュ

ー・ Cングランドの50の大学も使えるようになってい

た、

　先にもふれたように，着圧早々のころに総長就任式に

参列する機会を得たが，これがなかなかに儂式ばったも

ので，アメリカの意外な一面をかいまみた気がした．教

授逮が四角い帽子に黒のガウン，学位の種類によって異

なる色の“首かけ”をつけてならび，しづしつと行進，

式場に進む様子からは，歴史が浅いだけに儀式を大事に

し，．またそれが深くヨーロッパの影響を受けていること

が推察された同じ印象は6月にわこなわれる卒業式か

らも受けた．このときは卒業の暮こびというはなやかさ

が加わるが，総長みずから卒業生一人一入に学位記を授

与する念の入れようには，数が多いだけに驚かされた．

　しかし，総長の選任が教授弾の選挙ではなく，大学を

蓮営する理事会の推挙という過程をふんでいるようであ

り，The　Coorporationと呼ばれる理事会の中でも，総

長・（President）はCharimanの次にならんでいること

など，大学のなりたち，運営にわが国とかなりの違いの

あることが察せられた．同じく着任早々およびその後数

回にわたって出席の機会があった機械科の教宮会議にお

いて，学科主任の権限がかなり大きいという印象をうけ

たことからも，この違いが感ぜられた．学期最初の機械

科教宮会議では，i罷者も紹介をうけたのであるが，イギ

リス，ドイッ，スイスなどからの客員の紹介，また名声

・をきそい合っているかにみえるC．1．T．でPh．　D．をと

ってすぐにMITにきた新進の詔介もあり，国内外から

・の教授，研究者をうけ入れ交流をはかっている様子を属

・のあたりにみて，これまたいささかの違いを感じさせら

れた．

　　　　　　　　3．研究室のこと

　さて，材料加工研究窒は，表価工学研究室（Surface

Laboratory）と密接な開係を保っておかれていた，加工

の研究には，摩擦そのほか材料の表面物性に関する研究

も不可欠であるとの観点から，この処置がとられたとき

く．材料加工研究窒は，N，　H．　Cook教授，　P．　A．　Smith

・準教授（Asseciate　Prefessor），インド人のP．　N．　N’ayak

．助教授（Assistant　Professor），　Research　Associateの

‘緬笠者，　1まか曇こ　Technjcal　ln5tructor　3，　技術員1，　f乍業

員ユ，秘書嬢1，大学院博士課程学生1，修士課程学生

4（内インド人2），ほかに研究室の所偶は異なるけれ

ども，C。。k　tt　taの指導をうけるために研究室内に机を

もらっているEngineening　Degree候亨1彗の学生1とい

う繕成であった．参考までに表面工崇研究室の構成をか

きそえると，教授1，準教授工，助教授2（内1名はカ

ナグ人），鼓術員1，大学院学生2となっていた．

　Cook教授は，　Nayak助教授，インド出身の鋒士課程

学生2名とともに，工貝の淳i粍の問題を熱力学的な考慮

46

生　産　研究

をはらい分乎運動論にまでたちかえって解明する研究を

すすめていた．そのほか同じく修士課程学生のテーマと

して霞解加工の能率向上，博士課程のテーマとして研削

作業と砥石摩粍の研究をすすめていた．これらの研究の

進捗状況は，当初想像していたもっと盛んな研究活動の

姿に比べると，いささか意外であった．しかし同時に当

然のことながら，MITが研究の場でもあるが，一層の

重点が教育におかれていることを強く印象付けられた、

一方，Lincoln　Lab。rat。ryのように国家予算をうけて，

囮防・宇宙胴発研究のみをすす冶ている施設もあった

が，日ごろ接する教授・研究室をみている限り，滞在期

1間を通してこの印象は変わらなかった．しかし電解加工

の研究なども，現在実用を目ざして研究されている電流

密度が1，　OOO　amp／in2程度にたいして，糖度はともか

くも加工能率の向上を目ざして，10，000amp／五n2の実験

にとりくんでいるというように，先端をゆく意欲には満

ち溢れていた．

　工作機械類は旋盤約20台，フライス盤3，研削盤2，

ボール盤3，モのほか放電加工機，帯鋸盤などの特殊な

ものも適宜補完し，教育・研究に活用していた．また，

Cook教授，　Smith準教授の設計になり，　1号機は

National　Scicnce　Fottndationから，2号機よりはFord

Foondati。nから研究費をうけて作られた万能加工試験

機5台がおかれていた．この機械は小型旋盤の形をして

おり，付属装置を組み合わせて切削以下8種類の加工と，

切削力測定などそれにともなう測定，引張試験以下8種

類の材料試験ができるもので，学部学生の実験に活羅し

ていた．

　筆者自身の学生時代の材料実験をふりかえってみると

き，引張試験片が数人のグループに一ホ与えられて実験

をおこない，各人が報告杏をまとめたと紀憶している．

それに比べてMITでは，4人ないし5人のグループご

とに，各人に別糧の材料が与えられ，旋盤を実地に捜

用して試験片を作ることから始めていたのをみて，モの

徹底した実隙的教育法に，．良し悪しの論議は別にしても

考えさせられるところが多かった．カリキニラムの中に

はパンチ・テープをつくり，数値制御ボール盤を使用し

て箇単な工作を一人一人がやるζと，バラック・セット

ではあったが，レーザによる穴あけなども，技術の進歩

に郡応してとり入れられている点印象深かっ尭．講義の

方でも，毎週の宿題，　一学期間に3回おこなわれる試

験と，たえず課題を与える方法とあわせて，‘‘Deing　is

】earning．”がモ・yトーということもなるほどとうなずか

せるものであった．実験報告が提出きれると，採点の上，

最も優秀なものに＄200が与えられていたことなど，い

かにもアメリカらしいことであった．

　すでにのべた研究蜜の多数のエ作機械も，実はモの大

部分・が第二次大戦後にCook教授の前任者のS勤aw教
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授がほん走して軍の払い下げを安く買い集めたものであ

ることをきいたとき，アメリカはアメリカなりに経済を

考えていることを知った．それだけに古い機械が多く，

赫度，振動などの点で精細な実験をおこなうには問題の

ある機械が多かったことも事実であるが，一方数値制卸

．±：　一一ル盤など新しい機械はrlコ古品を会社から設りうけた

り，ある期聞僧用したりして実翌・研究に用いていた．

モのほか研究室が所有していた測定器類には，シンクロ

スコープ5台，メモリ・スコープ2台，ディジタル式低

周波発振黒，可変ブイルタ式周波数分析器，25　kg出力

宣磁式加振器などをそろえていたのには蓄積の大きさを．

感じさせられた．

　ところで，このようになかば工場ともいえる環境の中

で実験的研究をすすめることについては，州政府および

MITの安全に対する細かい配慮があった．実験室入口

にはプラXチック製眠鏡がおいてあり，実験室内ではだ

れもがζれをつけること，定時2後の実験的作業は必ず

二人以上でおこなうこと，化学室には，万一薬品を浴び

て一時的に国がみえなくなるようなζとがあっても，手

さく’りでもひっかけられるようなつり環が天井からさが

っていて，これを引けば一定量の水が一気に落ちて応悠

の洗浄ができるような仕掛を作っていることなどが，至

極当然のこととして実行されていた．

　すでにのべた三人のTechnieal　Instruetorは研究室の

スタッフ，それぞれ40代，50代，60代の人達で，学

部学生の突験指導をうけもっていた，この人珪はまた，

一一lはストレインゲージ測定の，一人は電気測定の，一

人は機械加工の尊門家であった．三人とも工作機城の操

作には習熟しており，大学院学生が実験装置を作るとき

の指導・計器類の管理運営をも委ねられていた．けれど

もお互いの潤の仕事の区分1ま非常に厳栴に守られ，日本

の憲覚で仕事をたのむことはよい結果をうまなかったよ

うである．アメリカでは機会をもとめて転臓する者が多

いときいていたが．この入達に闘するかぎり，ζれはあ

てはまらず，20年，30年選手であった，このことにつ

いては，アメリカの中にも，二つの流れがあうたように

思う．Cincinatti　Milling　Machine　Co．のように精度の

よい工作機械をつくる技衛を混存するため，永年勤続者

毎名前を会社玄関のところにかきだし，襟にも永年勤続

のあらわすバッジをつけているような会社もあれば，以

前より聞いていたように，自分の能力をのばすために転

職をしたという人にも会った．・また総長報告の最後には

B本の感覚からすれば非制こ激しいと思われる教授陣の

移動がのせられている一方，機帳科の教授跨をみると10

年，20年を過している人が決っして少なくないことな

ど，流動性がわが国に比べれば遥かに強いことは確かで

あるが，やはり1司時に固定酌な面もあることを知った次

箪である．ともあれ優秀な技衛をもったスタッフを大学
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に温存できるあり方に考えさせられるζとが多かった．

　　　　　　　　4．研究費のこと

　たとえば研究室がどのくらいの研究tlで運用されてい

るかということなどは最後までわからずじまいであった　’

が，登富・潤沢であうたとは必ずしもいえないようである．

　空軍からの研究費をとってCook教授とともに研究を

すすめていたNayak助教授は，華者が滞在中にPh．　D．

をとったが，講文を作る過程ではとくに研究費はなく，

研究室に班存の設備等を利用して研究をすすめたという

ことであ’た．このことは，日木の大学や，米国の州立

大などのように基礎となるべき定常的な研究費のない

M工Tのようなところではかなり不自由なことを意味し

ている．筆者自身も給与は支給されたが，研究i盗にとく

にprojectがあるわけでなく，この意味での不自由さを

知るのにはそう日時を要せず，研究室手持ちの機器類の

みを使って研究をすすめたような次第であった，

　彼によれば，だいたい一つのprojectにくる研究費は

逆常＄20、　OOOぐらいということであった．しかしこの

金額も半分以上は人件費に使われるときいたから，実質

上，研究費が余るほどでないことは察せられる．この金

額もいろいろで，他大学の例であるが，1件＄500ある

いは＄　200，　OOOというような数字を聞く機会もあった．

金額は定かでないが，先にものべた電解加工の研究は陸

軍の，研削の研究については研削材製造会社の研究費を

うけていた．空軍や陸軍の研究費をうけると四半期ごと

の中聞報告必が要求され，これをまとめるのにもかなり

骨を折っているようであった．i雛者のみるところ，これ

によっていろいろな分野で膨大な報告：啓が作成されその

エネルギに態嘆させられた反面，なかには随分とおざな

りの報告もあったように思う．　　　．

　ある日，Cook教授が，政府関係のprojectによって

は案をだしてから研究費がくるまでに一年半もかかるこ

とがあり，金が来たときにはテーマが古くさくなってや

る気がなくなってしまうと怒ったような口調で洩らされ

ていたが，どこも同じようななやみはあるものとあらた

あて知った．またζんなこともあった．あと数カ月で

Ph．　D．の設文をだすという大学院学生のM君がt‘一一寸

ζこのところ忙しい．ある会社からもらっているprejeet

がきれて継続のil1請をかかされているものだから．何し

ろこれが通ってくれないと生計がたたなくなってしま

う”とつぶやいていた．研究貴集めの一一面を物語ってい

るかと思う．とはいえアメリカ全体としてみれば，膨大な

研究費で研究がすすあられていることはたしかである．

しかし筆者のみるところ，そのパイプには分野によって

やはり太いところと細いところがあるように思えた．

　MIT全体としては1965～1966年度に各学科およ

び学科間の直接の研積喪を除いた・一・IA教育支出として

＄41．999，000，各学科の一般研究費S37，　382，　OOO，
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Lincoln　Laboratoryなどでの研究費＄93」972，000とな

vている．企体では企年壌に比べて9％増である．

　一昔前は世の中が不景気になると，会社がまず一番に

研究費を絞ってきたから委託をうけていた大学も苦しか

ったが，Anは違うとInstructorの一人がいっていた．し

かし簗者の帰国するごろからベトナム戦の影響からか国

の機関がだしている奨学金が新年度よりなくなり，それ

をうけてい7“　es本人研究者も否応なしに帰国しなければ

ならないという話なども耳に入るようになった．他菰な

がら一昔削の再現にならないこと望みたいものである．

　　　　　　　5．研究のすすめ方など

　最近はわが国でも大学院学生がずいぶんと増えてき

た，そして研究室ごとのあるいは同様なテーマを持r｝た

人どうしの研究会や，輪講会がさかんである．この点に

関するMITでの様干は，筆者の見た範囲内では少し異

なっていたように思う．機械科全体としての研究会的な

集まりは，外部から講師を招いて時の先端旨をゆく話題を

教授・学生が共に1用き，質疑を重ねる会合，大学院博士

課程の学生が論文をほとんど完成した段階で講演した

り，教授がトピックスを話す昼休みを利用した会合（本

学機械系では修士論文をも含めてもう少しゆとりのある

時間で数年来やっている）等が，週に一回持たれてはい

た．しかし筆者のいた研究室では，一年間の期末に数回

にわたって，徳士課程の学生がまとめつつあることを報

告，修士課程の学生が論文とは別に科目のレポートとし

てまとめたものを研究室のメンバーが聡くという会合が

あうたのみで，研究室全員あるいは大学院の学生どうし

が，何か共通したことで向上をはかるということはまっ

たくないようであった．大学院学生と教授との接触は，教

擾と一人一人の学生という形でおこなわれていた．アメ・

リカの場合，授業できびしく教育されるから時潤のゆと

りがないということも理由の一つかもしれない．しかし

こういうことは教授の考え方によっても決まることで，

一，二の飼で全体をおしはかることは危険であるものの，

同様な感想は同じごろ他大学に客員として濫在中の日本

人教授からもきいたことから，国民性にもとついた，研

究における一っの風土なのかもしれないとも思われた．

　博士・修士論文について，わが国できびしい審査がな

されていることは雷うをまたないが，M工Tの場合，博

士論文については主査をはじめとする教授・学生の前で

の公開発表があって，質漿応答がかわきれ，その直後教

擾賄のみの秘密会で最蚤的な決定がなされていた．この

公開発表にこぎつけるということが論文通過をほぽ約束

している1とのようであった，修士誌文については，試

問といった形式のことはおこなわれていなかうた，日本

では修士論文についても発表審査の機会があるという錐

者の発言にNayak助．君受が，　MITもそうすべ者だと

言っていたのを思いだす．
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　辞算機も必要に応じて使われていたζとはもちろんで

ある，Computation　Centerも新しい建物を作りっっあ

りIBM　360をあらたに尋入するということであうた．

箪者のいた研究室での使用は，必ずしも盛んというほう

ではなかった．当然のことではあるが必要とあれば使う，

ただ使う場合にはよくその価値を判断しながらにすると

いうふんい気があったように思う，さきの工具摩粍の問

題で温度分布の決定などについても，ディジタル計算機

を使いもするが，一方では等電位線測定で模擬する模型

なども考えて両方法の是非に評価を下していた．

　計鋸機の使用が利用者にとっては便利にできていたこ

とはたしかである．終日巡転で，一日4回の計算結果を受

けとれる仕組みになっていたから，計算依頼のサイクル・

タイムの点でどのように便利か想像していただけよう．

カード・パンチについてはいっさい自分でやることにな

っていたが，長いプログラムやデータになるとなかなか

面倒なことであり，本学の計算センターでとられている

パンチを依頼できるシステムによい点があると態じたこ

とである．残念ながら，筆者は使用する機会を符なかっ

たが，Time　Sharing　Systemも日常のこととして使驚

されていた．機械科でも流休力学研究室などで入出力端

をもち使用していた．このあたりがMITのMITたる

ところかもしれないということを感じたことであった．

学科としては土木工学科がIBM　360－20をもち，授業

に，システムプログラムの閉発に洒用していた．機披科

にも導入しようという計画があるということであうた．

　　　　　　　　6．あ　と　が　き

　以上舗単であるが，錦者がMITに滞在中の生活を遇

じてとくに印象深かったことなどをまとめてみた．でき

るだけとらわれない立場で広く見，聞くように努めてい

たつもりではあるが，その範囲にはどうしても限りがあ

る．またふり返ってみて，一年という期闘はまったく早

く感ぜられ，無我夢中で過して来たの感をぬぐい得な

い．言葉の点でもハンディギャップあり，見のがし，き

きのがし，まちがいがあるかもしれないことを恐れるも

のである，個々のことについてはアメリカの長所を多く

の点でみるとともに，また日本での良さをあらたあて認

識したことも多い．ここにまとめたことについては良し

悪しの判断は別に，あるがままにのぺようとしたつもり

である．なにかのご参考になることがあれば幸いである・

また慧をつくしえなかった点をおわびしたい

　終わりに，この機会を快よく与えて下さった岡本前脈

長，二部教官各位，またMiT材料加工研究室Smith

靴教授と親交があり，快よくご紹介の労をおとり下さっ

た本学工学部鶉戸日教授，終始励ましを頂いた同工学部

藤弁教授，一年聞を有意義にすごす場を与えて下さっf

MIT　Cook教授，　Srnith準教授ならびに，材料加工研

究豊譜氏に心からの謝意を表するものである．

　　　　　　　　　　　　　（工96B年3月2日受理）


